
当院における総合診療リハビリテーションでは地域での実践活動の成果を外来に応用しています

Jinnouchi H, Kitamura A, et al. Mod Rheumatol (2020) [in press]

Jinnouchi H, Kitamura A, et al. Spine Surg Relat Res 3: 377 (2019)
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慢性腰痛・ひざ痛のある地域住民

事前説明会＋ベースライン問診

ランダム割付（1:1）
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陣内, 北村・他. 第78回日本公衆衛生学会総会 (2019); 陣内・他. フルハップ報告書 (2019)

レッドフラッグの除外
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地 域 課 題

研 究 課 題

地域における実践的な効果検証

１） 標準的介入の提供時間は長く、
提供時間と効果の関連はあいまい。

2） セルフマネジメント支援に特化した
短期・短時間の運動療法を標準化した。

慢性腰痛・ひざ痛を抱える人は多いが、医療は十分に対処法を伝えきれていない。

1） 腰痛・ひざ痛は地域住民の3割で認め、
うち6割は次年度まで持続する。

2） 軽症～重度の自己対処・管理法を
サポートする予防支援が不足している。

標準的介入と教材介入の中間的な教育支援を提唱・開発した。
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関節可動域テスト

筋長・包内運動テスト

姿勢・動作テスト

慢性腰痛・ひざ痛を抱える人は多いが医療のみでは十分対応できていない実状から、標準的介入と教材介入の中間的な指導方法を
提唱・開発し、有効性と安全性を確認しました。一般化と普及に向けて、総合診療リハビリテーションとして提供を開始しました。

総合機能（KOOS4）

開始

痛み強度（NRS）

低いほど良い

開始

自己効力感（PSEQ）

*

* *

*
*

開始

腰 痛

週 週 週

ひざ痛

腰 痛

ひざ痛 （慢性ひざ痛者 46名）

一般住民健診への実装を想定したランダム化比較試験を計画・実施した。
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（Babatunde OO, et al. PLoS ONE (2017)を基に作成）

陣内, 北村・他. 第29回日本疫学会 (2019)

標準的な介入 合計720分（範囲270～6000分）

１回30分程度の対面指導

（Toomey E, et al. Manual Therapy (2015)を基に推計）

（生活・仕事で修得・定着する設計ではない）

対処法の個別選択・
修得をサポート

高いほど良い

エビデンスの
転用・外挿は困難

（隔週２～４回）

陣内, 北村・他. ペインクリニック 40: 157 (2019)

口演賞
受 賞

2019年度の第78回
日本公衆衛生学会総会で
受賞演題となりました

brief-Self exercise education

例：

一般化線形混合効果
モデルを用いた各時点の
変化量の比較 (P<0.05)


